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4 2. 安全上のご注意と環境の保護

説明書の使用法  

記号とその意味

>

>

>

2.　　　　安全上のご注意と環境の保護

2.1　　　　 説明書について

ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みいただき、正しい取り扱い方法を
ご理解ください。特に、人が傷害を負ったり、製品の損傷を防止するため、
安全上のご注意や警告は必ずお読みください。

この説明書は、いつでも、すぐに見ることができるようお手元に置いてお使
いください。

この説明書は、製品とともに後任担当者に必ずお引継ぎください。

文字・記号 説明

警告は下記のような文字と説明で表示されます。マークの横の
文字は危険の度合いを示します。

警告! 人が死亡または傷害を負う可能性が想定される内容を
示しています。

注意! 人が傷害を負ったり物的損害が発生することが想定さ
れる内容を示しています。

>　すべての警告を注意深くお読みいただき、危険のない安全な
計測をお心がけください。

取り扱い上の注意や重要事項に関する情報です。
1.  ...
2.  ... 操作：番号に従い順を追って操作していきます。

>   ... 操作：単独の操作あるいはオプションの操作です。
-    ... 操作の結果を示します。
Menu 測定器のディスプレイ上に表示される文字や記号などを表し

ます。
[OK] 測定器のボタンを表します。
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>

2.2　　　　 安全上のご注意
テクニカル・データに記載されている範囲内の測定にご使用ください。無理な
力を加えないでください。

 警告
怪我の恐れがあります!

 てんかん体質の方がストロボスコープを使用すると、発作が誘発される恐
れがありますので、ご注意ください。

 注意
保証対象外となる恐れがあります!

 電池以外には、ユーザーによる保守や交換が必要な部品類はありません
ので、ストロボスコープを分解しないでください。

 注意
機器の損傷を招く恐れがあります!

 ストロボスコープを長期間使用しないときは、電池を取出して保管ください。

 警告
怪我の恐れがあります!

 ストロボスコープにより、動いているものが止まっているように見えますが、
測定対象である物体や機械には絶対に触れないでください。

 警告
怪我の恐れがあります!

 ストロボスコープのLED 光線を覗いたり、人や動物に光線を当てないで
ください。

反射光線により、人や動物が思わぬ怪我を負うことがありますので、
鏡あるいは反射物にLED 光線を絶対に当てないでください。

>

>

>

>

>

>
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2.3　　　　  環境の保護

2. 安全上のご注意と環境の保護

>

>

使用済みの電池は所管自治体の定めに従って処分してください。

本製品を廃棄する場合は、所管自治体の電子部品あるいは電子製品の廃
棄方法の定めに従って処分してください。
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3.　　　　仕様

3.1　　　　 用途

3.2　　　　 付属品

testo４７７は、各種産業の研究・開発部門、大学および研究所など、さまざまな
分野で使用できる、携帯型LED ストロボスコープです。

testo４７７を使用すると、高速で動いている対象物があたかもゆっくりと動いて
いるように見えます。これにより、安全で簡単に物体の動きを確認することや、
振動原因を調べることなどが可能となります。

その他に、testo４７７を使用して、対象物が静止して見えるようにすることで、
接触することなく物体の回転数や反復頻度などが測定できます。

また、testo４７７は従来の携帯型ストロボスコープに比べ、片手で操作できる
使い易い設計としました。

使用例：
•　高速組立てライン、コンベヤ、ボトリング作業などの点検、保守
•　印刷工程、はた織機などでの色ずれや絵柄検査
•　モーター、ファン、ポンプ、タービンなどの回転数測定
•　各種測定・検査機器のチェック
•　研究や実験における各種測定

以下のものが、すべて そろっているかご確認ください：
•　testo４７７ LED ストロボスコープ
•　外部トリガ信号用コネクタ付ケーブル
•　キャリング・ケース
•　取扱説明書
•　出荷検査書
•　単３形乾電池 × ６本（動作確認用）
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3.3　　　　 テクニカル・データ

共通項目

保護等級 IP 65

発光周波数 30 - 300,000 FPM （発光数/分）

ディスプレイ LCD

精度（± 1 ディジット） 設定値の±0.02 %

分解能 ± 0.1（30～999 FPM）
± 1（1000～300,000 FPM）

発光部

発光時間（比率） 調整可能

照度 4800 lux（6000 FPM / 距離：30 cm 時）

発光色温度 約6500 K

電源

電源 単 3 形乾電池  x  3 本

連続動作時間
（使用状況により異なる）

乾電池: 約 5 時間 （6000 FPM 時）

ハウジング

材質 アルミニウム ／ ABS

寸法 191 × 82 × 60 mm

質量 約 400 g (電池を含む)

環境条件

稼動温度 0～45 ℃
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外部トリガ入力

方式 フォトカプラ入力（発光側）

パルス低レベル < 1 V 

パルス高レベル 3～32 V（方形波電圧）、NPN+PNP

最小パルス長 50 μs

逆電圧保護 有

トリガ出力

方式 短絡および過電圧保護機能付
NPN トランジスタ（オープンコレクタ）出力

許容電圧レベル 最高 32 V

パルス長 調整可能

最大電流 50 mA

逆電圧保護 有

保証

保証期間 2 年間



10 4. 製品説明

4.　　　　製品説明

4.1　　　　 各部の名称

1

2

3

3

5

1

2
4

6

7

8

液晶ディスプレイ
発光周波数が FPM（Flashes Per Minute：1 分当たりの発光数）などで
表示されます。
他の表示単位は16 ページの「6.1.1 設定項目」を参照ください。

［ ］電源ボタン

［M］モード・ボタン
設定項目や操作モードの切り替え、変更に使用します。
詳細は16 ページの「6.1.1 設定項目」を参照ください。



114. 製品説明

4～7

8

　　液晶ディスプレイ
発光周波数の調整用に使用します。
ボタンを押す時間を長くすると、発光周波数の変化速度を早くすることが
できます。
長く押し続ける = 発光周波数の変化速度が速くなります。
1 回ずつ短く押す = １回分ずつ 発光周波数が変化します。

•　4：［＋］ボタンを押すと、発光周波数が 1 増加します。  「+1」
ボタンを押し続けると、増加速度が早くなります。

•　5：［＊］ボタンを押すと、発光周波数が 2 倍になります。 「×2」
ボタンを押し続けると、倍増速度が早くなります。

•　6：［ ］ボタンを押すと、発光周波数が 1/2 になります。 「÷2」
ボタンを押し続けると、半減速度が早くなります。

•　7：［– ］ボタンを押すと、発光周波数が 1 減少します。   「-1」
ボタンを押し続けると、減少速度が早くなります。

外部トリガ入力用ジャック
外部センサ（例：回転速度センサ）の信号をトリガとして、発光を制御する
とき使用します。

ディスプレイの最下部に、計測器の状態が次のように表示されます。

　 •　LOBAT：電池の交換が必要になると点灯します。
ボタンを押し続けると、増加速度が早くなります。

　 •　INT：発光周波数がストロボスコープ本体で設定されているとき点灯し
ます。（出荷時設定単位：FPM）

　 •　EXT：発光周波数が外部トリガ信号により制御されているとき点灯します。
（出荷時設定単位：1/min）

　 •　RANGE：外部トリガ信号の発光頻度が限界を超えたとき表示されます。

4.2　　　　 ステータス表示
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5.　　　　初期操作

5.1.　　　　製品の準備

5.1.1　　　　　 電池を入れる

ストロボスコープ使用時や保管時は、電池ボックスのカバーを必ず
閉めてください。
長期間にわたりストロボスコープを使用する予定がないときは、電池を
取り出してください。

1.

2.

3.

4.

5.

ストロボスコープ背面のネジ（2 箇所）をドライバで緩めます。

電池ボックスのカバーを取り外します。

電池(単3 形×3 本)を入れます。（極性にご注意ください!）

電池ボックスのカバーを取り付けます。

ネジを留めます。
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5.1.2　　　　　電源を入れる

物体が静止して見えるのは、運動速度が発光周波数と一致したとき
だけではありません。その整数倍および分数倍に当たる発光周波
数でも静止して見えます。
物体の動きが遅く見える状態や、testo４７７を回転計（タコメータ）と
して使用する場合の詳細については、25 ページの「7.2 応用機能」を
参照ください。

✓

1

2

3

ストロボスコープに電池が入っているか、確認してください。

測定対象物にストロボスコープを向けます。

電源ボタン（ ）を約 3 秒間押します。

-　ディスプレイ・テストが行われます。

-　出荷時の設定に従って、ストロボスコープが発光します。

［＋］・［＊］・［ ］・［–］ボタンを使って、測定対象物体が静止して見えるまで、
発光周波数を調整します。（発光周波数が物体の運動速度に近づけば
近づく程、動きが遅く見えるようになり、発光周波数と運動速度が一致
すると、物体が静止しているように見えます）

-　発光周波数が液晶ディスプレイに表示されます。
単位は、FPM（Flashes per minute：1 分あたりの発光数）

>　表示された値を 60 で割ることで、1 秒当たりの発光数FPS※に換算す
ることができます。
※ FPS（Flashes per seconds：発光数/秒）= Hz（ヘルツ）
また、設定により指示値の単位をHz にすることも可能です。
16 ページの「6.1.1 設定項目」を参照ください。
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5.1.2　　　　　トリガ・ケーブルの接続

注意

ストロボスコープが壊れる恐れがあります!
 >　5,000Hz（300,000FPM）以上のトリガ信号を入力しないでください。

トリガ･ケーブルの接続には、必ず同梱されている専用ケーブルを
使用してください。

外部トリガと内蔵トリガの切り替えはマニュアル操作で行う必要が
あります。17 ページの「6.1.4 内蔵/外部トリガ信号の選択」を参照
ください。

1.

2.

3.

4.

・

・

トリガ・ソケットから保護キャップを取り外します。

トリガ・ケーブルのコネクタをトリガ・ソケットに挿入します。

トリガ・ケーブルのコネクタをねじ込みます。

端子配置図に従ってトリガ・ケーブルを接続します。

外部からのパルス信号によりストロボを発光させる場合は、トリガ入力へ
パルス信号を入力します。（図1）

トリガ出力からストロボ発光と同期したパルス信号を外部に取り出せます。 
（図2）

端子配置図

図1 外部信号を入力する場合
（外部トリガ：EXT）

図2 外部に信号を出力する場合
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6.　　　　ストロボスコープの使用法

6.1.　　　　設定

✓

1

>

2

-

3

4

-

ストロボスコープの電源は入れておきます。

［M］（モード・ボタン）を押します。

設定項目（例： Hz）が表示されます。
（設定項目については、16 ページの「6.1.1 設定項目」を参照ください）

［＋］・［＊］・［ ］・［–］ボタンを使って値を設定し、［M］ボタンを押して確定
します。

次の設定項目が表示されます。

必要な設定が終わるまで、ステップ1～2 を繰り返し行います。

［ ］ボタンを押します。

ストロボスコープは測定モードに戻ります。

工場出荷時の設定と異なる設定項目のみ点滅します。

6. ストロボスコープの使用法
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※ ステータス表示 ： 11 ページの「4.2 ステータス表示」を参照ください。

設定オプションは文字でディスプレイ上に表示されます。
上図の番号は表示順位を表し、［M］ボタンを押すたびに、
この順番で表示されます。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

Hz: 1 秒当たりの発光回数 （FPS: Flashes per second）

PULSE μs: 発光時間を時間で設定（単位：マイクロ秒）

PULSE deg: 発光時間を角度で設定（単位：角度）

DELAY ms: 外部トリガあるいは内蔵トリガ信号と発光との遅延時間の設定
（単位：ミリ秒）

PHASE deg: 外部トリガあるいは内蔵トリガ信号と発光との遅延角度の設定
（単位：角度）

DIV（外部トリガ信号による発光の場合のみ）： パルス分周、最大値：255

OPT（外部トリガ信号による発光の場合のみ）： トリガ信号のエッジ選択。
トリガ信号の極性を設定できます。
•　0 = ポジティブ・エッジ
•　1 = ネガティブ・エッジ

6.1.1　　　　　設定項目

工場出荷時の設定と異なる設定項目のみ点滅します。
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6.1.2　　　　　工場出荷時設定へのリセット

6.1.3　　　　　キー・ロック

6.1.4　　　　　内蔵/外部トリガ信号の選択

工場出荷時の設定では、内蔵トリガ信号の設定となっています。

✓

1

-

-

✓

✓

1

-

-

2

-

-

✓

1

-

2

-

ストロボスコープの電源を入れます。

［M］ボタンと［-］ボタンを 2 つ同時に押します。

ストロボスコープの設定が工場出荷時の設定に戻ります。

ストロボスコープが測定モードに戻ります。

ストロボスコープの電源を入れます。

外部トリガ信号に切り替えるとき： トリガ･ケーブルを接続しておきます。
14 ページの「5.1.3 トリガ・ケーブルの接続」を参照ください。

［M］ボタンと［ ］ボタンを 2 つ同時に押します。

ストロボスコープが、内蔵トリガ信号から外部トリガ信号に切り替わります。

ステータス表示の EXT が点灯し、単位が 1/min に変わります。

［M］ボタンと［ ］ボタンを 2 つ同時に押します。

ストロボスコープが、外部トリガ信号から内蔵トリガ信号に切り替わります。

ステータス表示の INT が点灯し、単位が FPM に変わります。

ストロボスコープの電源を入れます。

［ ］ボタンと［-］ボタンを 2 つ同時に押します。

キーがロックされます。

再び［ ］ボタンと［-］ボタンを 2 つ同時に押します。

キー・ロックが解除されます。

6. ストロボスコープの使用法
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7.　　　　ストロボスコープの使用例

7.1.　　　　一般的な使用例

7.1.1　　　　　 スローモーション

testo４７７を使用すると、高速で動いている物体がゆっくりと、さらには静止
しているかのように見えます。これにより、簡単に回転数や駆動状態の測定、
観察ができます。

物体の動きがスローモーション状態で見えるようにするには、物体の実際の
運動スピード（または、実際の運動スピードの整数倍/分数倍）より少し早いか、
少し遅い速度でストロボを発光させる必要があります。

testo４７７では、こうした発光回数の調整が 4 つの発光調整ボタン
（［＋］・［＊］・［ ］・［–］）で行えます。

ヒント：

物体がどのように見えるか（スローモーションのときの運動速度）は、実際の
運動速度から発光周波数を差し引くことで得られます。

例：

物体が 1,000 rpmで回転しているとき、ストロボを 1,005FPM で発光させた
場合、その物体は 5 rpmの遅い速度で動いているように見えます。

見える速度 = ｜実際の運動速度 - 発光周波数｜
= ｜1,000 rpm - 1,005 FPM｜
= 5 rpm
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物体がどの方向（時計回り⇔反時計回り、前進⇔後退 など）に動いているように
見えるかは、発光周波数、物体の運動方向、ストロボの発光位置などによって
決まります。

例：

時計回りに 1,000rpmで回転しているファンの動きをゆっくりとした動きにして
観察したい場合 …

ケース1： ファンの真正面に立ち、ストロボを 1,005 FPM で発光させた場合
⇒ ファンは反時計回りに、

5 rpm の速度で回転しているように見えます。

ケース2： ファンの真正面に立ち、ストロボを 995 FPM で発光させた場合
⇒ ファンは時計回りに、

5 rpmの速度で回転しているように見えます。

ケース3： ファンの背後に立ち、ストロボを 1,005 FPM で発光させた場合
⇒ ファンは時計回りに、

5 rpmの速度で回転しているように見えます。

ケース4： ファンの背後に立ち、ストロボを 995 FPM で発光させた場合
⇒ ファンは反時計回りに、

5 rpmの速度で回転しているように見えます。

7.1.2　　　　　運動方向の見え方
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物体に向けてストロボを発光しているとき、発光周波数を増加させていくと、
例えば、「静止→減速→加速→前進→静止→後退→複数イメージ出現」の順で
物体の見え方が変化します。
静止イメージは、発光周波数が物体の運動速度の倍数（整数倍/分数倍）に
なると現れます。

例：

前述の例のようにファンの動きをゆっくりとした動きにして観察している。
ここで、より鮮明にファンの動き見たい場合 …

方法：

1,000FPM からスタートして、ゆっくりと発光周波数を増やしていきます。
1,500FPM のとき、イメージは再び静止しているように見えます。
そのまま発光周波数を増やし続けます。
3,000FPM になると、イメージはまた静止しているように見えます。
3,000FPM の発光周波数では、ファンは非常に鮮明に見えます。
発光調整ボタンを押して、発光周波数を 3,000FPM の前後に合わせると、
ファンは時計回り、あるいは反時計回りに回転しているように見えます。

ヒント：

7.1.3　　　　　ハーモニクス

・

・

・

対象物が静止状態で見えるのは、発光周波数が物体の運動速度の整数倍
あるいは分数倍になった時です。

例えば、1,000ｒｐｍで回転しているファンは、1,000 FPM の整数倍、つまり
2,000（2 倍）、3,000（3 倍）、4,000（4 倍）FPM 等でも静止しているように
見えます。同様に、500（1/2 倍）、750（3/4 倍）、1,500（3/2倍）FPM 等の
分数倍でも静止状態で見えます。

静止状態で見えても、完全に単一のイメージとして見える場合と、複数の
イメージとして見える場合があります。これは、次の「7.1.4 回転数の測定」
に記述されているように、実際の物体回転速度を決定する上で大変重要な
点です。
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testo４７７ストロボスコープは、物体の回転数（rpm）や振動数などを測定する
デジタル・タコメーターとして使用できます。これは、物体が静止して見える時の
発光周波数が物体の運動速度と一致することを基にしています。ただし、原理上、
複数の発光周波数で物体が静止して見えますので、実際の回転数や振動数が
どれなのかを見極める必要があります。

ヒント：

7.1.4　　　　　回転数の測定

・

・

・

測定の前に、測定対象物体のおおよその回転数、振動数などを調べてから、
測定を始めてください。

測定対象物体が、複数の羽根から成るファンやモーター･シャフトなど、同じ
形状の複数の要素で形成される物体である場合は、そのひとつが識別でき
るような印（識別マーク）をどこかに付けてください。

物体の回転数（振動数）の1/2 の周波数でストロボを発光すると、物体は
常に単一イメージで静止しているように見えます。

7. ストロボスコープの使用例
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例1 （識別マークが必要となる例）：

イメージ No.:

発光周波数:

イメージ No.:

発光周波数:

①

3,300

⑤

1,100

②

2,200

⑥

825

③

1,650

⑦

733.3

④

1,320

⑧

550

この例では識別マークの重要性を説明します。
下図のようなファンの回転数（prm）を知りたいのですが、分かっている事は
3,500prm以下であることだけ、と仮定します。

さて、ファンの回転数は何rpm でしょうか？

①、③、⑤、⑥、⑧はすべて静止したイメージとして見えてしまいます。
したがって、回転数は、3,300、1,650、1,100、825、550（rpm）のど
れとも考えられ、このままでは回転数を特定することができません。

ストロボスコープの発光周波数を 3,500FPM からスタートし、少しずつ発光速
度を減少していくと、静止イメージが次のように現われます。



237. ストロボスコープの使用例

イメージ No.:

発光周波数:

イメージ No.:

発光周波数:

①

3,300

⑤

1,100

②

2,200

⑥

825

③

1,650

⑦

733.3

④

1,320

⑧

550

実際のファン回転数を知るためには、下図のように羽根のひとつに識別マークを
付け、再び測定を行います。

マークを付けると、①、③、⑥で現われるイメージは静止状態ですが、それぞれ
識別マークが３つ現れており、複数イメージであることが明確になります。

これに対して、⑤、⑧には識別マークが 1 つしか現れていないため、単一イ
メージであることが判ります。

「物体の回転数（振動数）の 1/2 の周波数でストロボを発光すると、物体は
常に単一イメージで静止しているように見えます。」というヒントを思い出して
ください。

550 は 1,100 の 1/2 なので、「ファンの回転数は 1,100 rpm」となります。
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例2 （識別マークを必要としない例）：

この例では、測定対象物体が特定の形状を備えている場合、識別マークを
付けなくても物体の回転数が測定できることを示します。

次図のようなカムで、分かっているのは回転数が7,000rpm以下であることだけ、
と仮定します。

このカムは特異な形状ですから、例１ のような識別マークを必要としません。
発光周波数を 7,000 から徐々に下げていくと、次のような静止イメージが現わ
れます。

①、②のイメージは単一ではなく、2 重、4 重になっています。単一イメージは、
③、④で現われています。

1,500 は 3,000 の 1/2 ですから、回転数は 3,000rpmとなります。

7. ストロボスコープの使用例

イメージ No.:

発光周波数:

①

3,300

②

2,200

③

1,650

④

1,320
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7.2　　　　 応用機能

発光時間を設定できます。これにより、測定対象物のコントラストや明るさの
調整ができます。設定は、絶対値である時間［μs：マイクロ秒］あるいは回転数
/振動数との相対値である角度［deg.：角度］で行います。

この機能は外部トリガ信号による発光を行っている場合のみ使用でき、パルス
分周の設定が行えます。外部トリガ信号がこの値により分周されます。

例： 回転速度センサにより生成された歯車単位の外部トリガ信号の場合、パル
ス分周の値を 10 に設定すると、10 トリガ信号ごとに 1 回発光します。

トリガ信号のエッジ選択。トリガ信号の極性を設定できます。
0 = ポジティブ・エッジ ／ 1 = ネガティブ・エッジ。

外部トリガあるいは内蔵トリガ信号と発光との角度差（遅延角度）［deg.：角度］の
設定が行えます。

例： フラッシュライトの発光タイミングと回転体上のマーキングが見易い位置に
来るタイミングが合致しない場合に、入力パルスに対する発光のタイミングを
PHASE deg で数度ずらすことにより、マーキングを見易い位置に調整することが
できます。
角度による発光タイミングの調整は、回転速度の影響を受けません。
そのため、外部トリガ信号による発光を行っていれば、回転速度が不安定な
場合や変化している場合にも、マーキングを見易い位置に調整できます。

外部トリガあるいは内蔵トリガ信号と発光の時間差（遅延時間）［ms：ミリ秒］の
設定が行えます。

例： フラッシュライトの発光タイミングと回転体上のマーキングが見易い位置に
来るタイミングが合致しない場合に、入力パルスに対する発光のタイミングを
DELAY ms で数ミリ秒ずらすことにより、マーキングを見易い位置に調整すること
ができます。

PULSE μs/PULSE deg

DIV（パルス分周）

OPT

PHASE deg

DELAY ms
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8.　　　　メンテナンス

8.1.　　　　電池交換
ストロボスコープの使用時あるいは保管時は、電池ボックスのカバーを
必ず閉めてください。
長期間にわたりストロボスコープを使用する予定がないときは、電池を
取り出してください。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

ストロボスコープ背面のネジ（2 箇所）をドライバで緩めます。

電池ボックスのカバーを取り外します。

古い電池を取り出します。

新しい電池（単3 形×3 本）を入れます。（極性にご注意ください!）

電池ボックスのカバーを取り付けます。

ネジを留めます。

ストロボスコープのクリーニング

> ストロボスコープのハウジングが汚れたときは、湿った布で拭いてください。

強力な洗剤や溶剤は使用しないでください。
弱い家庭用洗剤あるいは石鹸水を使用してください。
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